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骨粗鬆症検査を受けられていますか？ 

 

整形外科部長 浅野 毅 

 

骨粗鬆症は骨量の減少などによって骨が弱くなり骨折しやすくなる病気です。加齢とともに患者さんの

人数は増えていき、日本全体では患者さんの人数は 1280 万人程度と推計されています。特に高齢の女性

では非常に多く、60 代で 20％以上、70 代で 40％以上、80 代で 60％以上の方が骨粗鬆症と言われて

います。 

骨粗鬆症は薬などの治療によって骨密度を増やしたり、骨折する危険性を減らすことができる病気です。

しかし、実際には骨粗鬆症であるにも関わらず、検査や治療を受けていないために骨折をしてしまう方が大

勢います。 

骨粗鬆症による骨折の中で、最も重大なものに大腿骨近位部骨折（脚の付け根の骨折）があります。高齢

の方が転倒したときに起こりやすい骨折で、歩くことはもちろん、体を起こすことも困難となるため、手術

治療が必要となります。当院で手術を行った大腿骨近位部骨折の患者さんの多くは重症の骨粗鬆症でした

が、骨折前に骨粗鬆症の治療をされていた方はわずか 20％未満でした。 

中高年以降になられたら、重大な骨折を起こす前に骨粗鬆症の検査を受けることを、そして骨粗鬆症であ

ればしっかりと治療を受けることをお勧めいたします。特にご家族（両親・きょうだい・祖父母）に大腿骨

近位部骨折をした方がおられる場合は、是非一度検査を受けてください。 

当院は骨粗鬆症に精通する医師・看護師が複数在籍しており、最適な治療を提供できます。骨粗鬆症の検

査・治療については、いつでも整形外科までご相談ください。 
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4 月（卯月）のこよみ 

4 月 1 日 （土）  エイプリルフール   

4 月 18 日 （火）  良い歯の日 

4 月 29 日 (土)  昭和の日 
 



「医療社会事業相談室のご紹介」 

 

                       医療社会事業相談室  

医療ソーシャルワーカー松田知恵 

 

病気や怪我などにより、医療費などの経済的なこと、仕事や学校生活のこと、ご家族のこと

や今までと変わらない生活ができるだろうかなど、様々な心配事がおきることがあります。 

 

患者さんに少しでも安心して療養していただけるように、「医療社会事業相談室」では、心

配事についての相談に応じています。 

  

相談できること・・・ 

・医療費や生活費など、経済的な問題について 

・退院後の自宅での療養、介護の不安 

 リハビリテーションや療養目的の病院・施設への転院先について 

・生活や社会復帰に関すること 

・介護保険制度、障害者に関する制度などの公的制度の手続き方法や福祉サービスの利用に

ついて 

・がんの療養上の生活に関すること 

・療養中の様々の心配事や不安なことについて  など 

 

患者さんやご家族と一緒に考え、内容によっては、医師、看護師、リハビリスタッフなどと

相談するとともに、地域の関係機関の方とも連携しながらご支援しています。がん相談に関

しては、がん専門看護師と連携しながら、ご相談をお受けしております。退院調整に関して

も、退院支援部門の看護師と協力して、支援を行っております。 

 

相談は無料です。 

 

お申し込み方法 医師や看護師にご相談の上、可能であれば、事前予約をお願いいた

します。 

（お待たせずに、ゆっくりお話を伺えます） 

相談時間 月曜～金曜 ８：３０～１７：１５ 

 


